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第１回 福井市下水道事業経営戦略策定審議委員会 議事録 

日 時 令和７年７月２２日（火）１０：００～１１：２５ 

場 所 上下水道局庁舎 ３０１会議室 

出席者 

＜委員＞ 

髙島委員、田村委員、南保委員、林委員、前川委員 

＜上下水道局＞ 

塚谷上下水道事業管理者、坂下経営部長、南京事業部長、 

箕手経営次長、南事業次長 

経営管理課（吉田課長、塚本副課長、辻課長補佐、 

野田主幹、中川主幹、白崎副主幹、中村副主幹） 

上下水道サービス課（塚本課長） 

下水管路課（大島課長） 

下水施設課（松井課長） 

会議録 

１ 委員長、副委員長選出 

  委員長に南保委員、副委員長に髙島委員を選出 

２ 議題１ 下水道事業経営戦略の策定について 

～事務局より説明後、以下質疑応答～ 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

投資、財政計画シミュレーションに、PPPや PFI等の外部の資本

を導入するような考えはあるのか。 

 

第 2回委員会で詳しくご説明させていただくが、一部に民間の活

力を活用した取組も反映させていくことを検討している。 

 

下水道に起因する事故が起きたことで、注目を集めている。今回

の委員会でも中身の濃い議論をしたいと思っている。 

また、パブリックコメントは、あまり意見が出ないことが多いが、

事務局には、市民の発言を引き出せるような取組をお願いしたい。 

 

福井市の下水道は整備から 70 年を超えており、管路の老朽化が

進んでいる。管路更新にあたっては、取捨選択を迫られる時もある

と思う。広域に市民がお住まいのため、ここからここまでだけを更

新するという判断は難しいと思うが、一方で、そういった視点も少

なからず入れなければ、経営の健全化は難しいと個人的には感じて

いる。 
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事務局 

 

 

 

 

委員 

市は非常に難しい課題に取り組んでいる。どのようなシミュレー

ションになるのか拝見させてもらう。 

 

今までやってきたことをそのまま継続していくことは、財政面等

において非常に厳しい状況にある。そのため、今後の人口減少を踏

まえた施設のダウンサイジングや統合など、様々な方策を検討し、

今後の推移を見極めていく必要があると感じている。 

 

下水道は地面の下にあり、普段あまり市民の目に触れないので自

分のこととして捉えている方は、水道よりも少ないと思う。だから

こそ、「見える化」で市民に現状をしっかり伝えることが必要だと

感じる。 

 

３ 議題２ 本市の下水道事業の現状と課題について 

～事務局より説明後、以下質疑応答～ 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

耐震化率について、市の数値が全国平均よりも全体的にかなり低

いが、何か特別な事情があるのか。 

 

本市の下水道事業が、昭和 23 年に全国に先駆けて整備を開始し

たことが要因の１つと考えている。 

整備後に、耐震基準が度々新しくなるため、現行の耐震基準を満

たしていないというのが現状である。 

 

厳しい現状だが、耐震化は必ず必要なので、市民の方に分かるよ

うにアピールする必要があると感じる。 

 

人口普及率が 99.5％と非常に高いので驚いたが、計算の分母に

当たる公共下水道区域内人口はいつ時点の数値か。 

また、人口普及率の上昇に対して、水洗化率との差がだんだん大

きくなっている理由は何か。 

 

公共下水道区域内人口は、令和 6年度については、令和 6年度末

時点の数値となっている。 

 

水洗化率が伸びない要因としては、下水道への接続には、接続工

事費など一時的な費用がかかるため、特に高齢の方などで、接続に
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

消極的な方が一部おられることが挙げられる。 

 

経済的な理由で接続が難しいことは、ある程度やむを得ない面も

あると思うが、接続していないことで地域社会に不利益が生じてい

ないか。 

 

下水道に接続していない方は、浄化槽を使用している方がほとん

どだと思われる。 

このうち、合併処理浄化槽を使用している場合は、排水の水質は

公共下水道とほぼ同水準である。しかし、トイレからの汚水のみを

処理する単独浄化槽を利用している場合は、台所や風呂などからの

排水がそのまま河川等に放流されることになるため、好ましい状況

ではないと考えている。 

 

下水道汚泥の有効利用についての検討も必要だと思う。例えば、

資材として建設部局に販売することや、下水道工事の埋め戻しに活

用することでのコストカットなどが考えられる。 

また、福井市では、下水処理で発生するエネルギーを活用した発

電に取り組んでいるが、その発電で、施設の電力をどの程度自給で

きているのか、その比率も今後の経営に大きな影響があると思う。 

人材面では、技術者不足は県の土木部門でも同様であり、今後も

適正な人員体制が維持されることが望ましいと思う。 

管渠更新や維持補修の優先順位をどのようにつけていくのかは、

効果的に改築するうえで、非常に重要な観点だ。どこに重点的にお

金をかけるかといったメリハリが重要だと感じる。 

福井市は AI を使った下水道の老朽化の検知といった新たな取組

を始めていると聞いている。新たな技術をうまく使って、効果的な

老朽化対策を進められれば、より良い計画につながるのではないか

と思う。 

 

地域別の公共下水道の状況が掲載されているが、水洗化率につい

て、地域別の数値は分かるのか。 

 

資料の水洗化率については、公共下水道区域における数値となっ

ており、令和 6年度については 96.1%である。次回の委員会で、地

域別の数値をお示ししたいと考えている。 
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委員 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

次回、数値を示していただくということでお願いする。 

 

福井市での新たな宅地を増やす等の造成計画と、下水道の整備計

画は連動しているのか。 

 

開発行為等の計画があれば、下水道の整備の検討を行う。場所や、

その費用対効果などを踏まえて、ケースバイケースで最適な整備手

法を判断することになる。 

 

本日は、下水道事業の多くの課題が浮き彫りになったと感じた。

これらの課題にどう対応し、今後の戦略を検討していくか、この委

員会でいろいろと知恵を出し合っていく必要がある。 

 


